
第６次富良野市総合計画 重点施策の推進状況

№ ｺﾝｾﾌﾟﾄ 重点政策名 R3取組内容 推進状況

１

ひとのWA!

市民一人ひとりが幸福を実感するまち 幸福度調査の仕組み構築と実施 ・道総研への業務委託

２ 富良野ならではの子育て環境づくり － ・継続事業

３
郷土愛につながる富良野でしかできない
「体験」の推進

富良野で体験できるプログラム・
イベントの体系化

・庁内検討組織設置済

４ いつまでも健康で自立できる心と体づくり － ・継続事業

５
富良野につながっている人が増える
仕組みづくり

関係人口創出の仕組み構築と実施 ・企画振興課で進行中

６
しごとの
WA!

新たなチャレンジを応援する － ・継続事業

７
地域内産業の付加価値を高め、稼ぐ力を
強化する

－ ・継続事業

８ まちのWA! マッチングを通じて新たな価値を創造する
マッチングの仕組み構築と実施
シティプロモーション戦略の構築

・企画振興課で今後検討

９ 自然のWA! 豊かな自然環境を100年後につなぐ
自然の変化を共有する仕組みの構
築

・庁内検討組織設置済

10 共創
アイディアが生み出されカタチになる
仕組みづくり

共創の場の仕組み構築
・職員研修（計５回開催予定）
・庁内PT設置済

11 デジタル デジタル利活用による行政サービスの向上 デジタル化の仕組み構築 ・継続事業

12 原資 未来への原資を生み出し続ける
戦略的かつ共創的な自主財源確保
のための体制の構築

・庁内PT設置済

次の１２の重点施策のうち、７項目が新たな仕組みの構築、トライアル的な事業。

資料１－１

WA!T

WA!T



総合計画・総合戦略
庁内推進委員会

総合計画庁内推進委員会PT（WA！T )
（庁内職員による推進検討組織）

⑩共創 大人未来づくりフォーラム（仮）
⑫未来への原資

総合計画重点施策推進会議
（関係部署による推進検討組織）

③郷土愛につながる体験の推進
⑨豊かな自然環境を１００年後につなぐ

仕
組
み
を
検
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し
て
い
く
庁
内
横
断
組
織

共創の仕組みの構築・
トライアル

有識者会議
連携

まちづくりのコンセプト 共創×デジタル

幸福度調査
（道総研）

令和３年度 富良野市総合計画 重点施策の推進の仕組み

市民WS

体系化・仕組みの構築

資料１－２

担当部署によ
る進行管理
②富良野ならではの子育
て環境づくり

④いつまでも健康で自立
できる心と体づくり

⑤富良野につながってい
る人が増える仕組み

⑥新たなチャレンジを応援
する

⑦地域産業の付加価値を
高め、稼ぐ力を強化する

⑧マッチングを通じて新た
な価値を創造する

⑪デジタル利活用による
行政サービスの向上

報告

職員研修

庁議メンバーによる推進組織

連動

①幸福度調査の実施



共創の仕組みの構築・トライアル 総合計画庁内推進委員会PT（ WA！T )の始動

第１回庁内推進PT会議（大人未来づくりフォーラム）

◆共創テーマ② 未来への原資チーム

資料１－３

本年度の「共創」を進めるにあたって、今回以下の２点のテーマを設定し、市民参加による共創ワークショップ等も取り入れながら、「共創」の仕組みの構
築と実践の一歩を踏み出していきます。こうした取組を進めていく横断的な組織として、庁内にプロジェクトチームを設置いたしました。

未来に向けて積極的なまちづくりを進めるための自主財源の確保
や、ふるさと納税制度等の活用によるまちの活力の向上等、原資に
係る取組をきっかけにして、今後の共創の仕組みづくりを構築して
いきます。

◆共創テーマ① 大人未来づくりフォーラム（仮称）

市民や団体、事業者、さらに本市に関係する様々な人々と行政が一
緒になって、富良野市の魅力づくり、まちづくりへのアイディアを生み
出す「大人未来づくりフォーラム（仮称）」の開催を契機として、今後の
共創の仕組みづくりを構築していきます。

「WA!T」とは：
総合計画のまちづくりのコンセプトの
「WA！」を推進するチーム

プロジェクトの目的

1. 共創プロセスのトライアル元年→試行錯誤しよう
2. 庁内連携×官民共創による複雑系の課題に対して
「新しい価値創出」をしよう

3. 共創のしくみ作りにつながる機会にしよう
4. 共創指向人材を増やそう

第１回PTキックオフ会議
・プロジェクトの目的共有
・共創とは
・創造（進化思考）とは
・共創の実践
・次回に向けて

検討経過・今後スケジュール（イメージ）

・６月１６日 第１回PTキックオフ会議
・６月３０日 第２回PT会議
・７月１９、２０日 第３回PT会議
・８月下旬～９月上旬 ワークショップ １回目（３０人規模）
・１０月中旬 WAJ官民参加型地域課題解決ｱｲﾃﾞｱｿﾝ
・１０月下旬 ワークショップ２回目（１回目参加が参加）
・１２月下旬 有識者会議へ報告
・随時、PT会議を開催


